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NinjaSatは 2023年 11月 11日に SpaceX Transporter-9 で打ち上げられた、6Uサイズ (10×20×30 cm3)の超小
型X線衛星である。2–50 keV に感度を持つ非撮像型ガスX線検出器 (GMC)と、荷電粒子検出器 (RBM)を搭載
し、X線天体の長期占有観測や、全天 X 線監視装置 MAXI が発見した突発天体の追観測を目的とする。NinjaSat
は高度 515–550 kmの太陽同期軌道を周回しており、通常運用では、取得したデータを 1日 3回ダウンリンクする。
衛星の健康状態を常時確認し、また、突発的に発生する異常事象を効率よく検知するために、オープンソースで

あり、時間スケールを双方的に操作可能なGrafanaをモニタツールとして採用した。例えば、GMCの放電、想
定外の地点での荷電粒子の検出、衛星からのデータ抜け等を自動検知する。
衛星からダウンリンクされたデータはAmazon Web Service に置かれ、Quick-Look (QL) スクリプトが自動で

取りに行く。QLモニタは理研の運用室で表示する他に、スマートフォン等で運用室にいなくても確認すること
ができる。QL処理後に、データ処理パイプラインスクリプトが走っており、解析に必要なスペクトルなどを自
動生成する。パイプラインの一環として、検知された異常の発生時刻を除くようなフィルタリングも実装されて
いる。本講演ではNinjaSatで使用しているQLモニタおよびパイプライン処理について発表する。


